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活動の原点と６０年を超える歩み

「お産を終えた安堵を、寄附というかたちで」

この活動は、鹿児島県伊佐市（旧・大口市）の産婦人科医、
遠矢善栄（とおや よしえ）先生の提唱によりはじまりました

近所に暮らす重症心身障がい児の三姉妹を「なんとか助けたい」
という強い想いを抱き、支援の仕組みづくりに取り組みました

出産を終えた方々の「ありがとう」の気持ちを、寄附という形で
未来へつなげたい

その願いが、心身障がい児とそのご家族を支える原点です

この取り組みを、60年以上、途切れることなく続けてきました

「おぎゃー献金運動」提唱者
遠矢善栄先生



活動を支えてきた、本人・その家族と現場の力

その後、各地の医療機関や出産に携わる助産師・看護師の

みなさまの協力によって、献金の存在と支援の輪を広げてきました

出産の現場で生まれる「ありがとう」の気持ちを、
寄附という形で未来の支援につなげていく、

無事に出産できたという本人や家族の気持ち

おぎゃー献金は、現場で日々命と向き合う

医療従事者のみなさまに支えられながら、

心身障がい児とそのご家族を支える
活動を続けています



あゆみ その１

リフト付き車両
（千葉県 重心通所さくら）

こどもたちから寄せられた手紙
（長崎県 多機能型事業所つくし、愛知県 豊橋ゆたか学園）

心身障がい児施設への助成

通所・入所しているこどもたちのために

必要とする建物等の施設整備費や備品

等の購入費用を助成

（リフト付き車両や大型遊具の整備など）

施設助成金・・・・・・・・・・・上限３００万円

什器備品等の助成金・・・上限 ５０万円

６０年で、1,349施設に助成

施設内改修工事
（山形県 特定非営利活動法人あゆむ）



送迎車両
（和歌山県 つくしんぼ園）

園庭遊具
（山形県 ひよこ教室）

機能訓練用具一式
（北海道 おしま地域療育センター）

リフト付き車両納車の報告
（愛知県 ひかりきらきら刈谷 会報誌より）

車両贈呈式の記念写真
（青森県 森田学園）

あゆみ その１-１



心身障がいの予防と療育に関する研究助成

その内容

・心身障がいの予防、治療等に関し、

特に有意義と認められたもの

・胎生期における脳性麻痺に関する病態解明の

独創的な研究で、特に有意義と認められたもの

６０年で、847研究機関に助成 滋賀医科大学へ助成した研究成果に関する
新聞記事

あゆみ その２



少子化の波と、寄附の減少

おぎゃー献金が発足した昭和39年、
日本では年間170万人以上の
赤ちゃんが誕生していました
平成４年には寄附金額がピーク
を迎えましたが、
その後、少子化の進行、
東日本大震災以降の寄附先の分散化
など、寄附金は減少しています

出産数の減少は、
寄附の機会そのものが
減ることを意味します

1964年 1973年 1985年 1992年 2005年 2013年 2019年 2024年

出生数（万人） 170 200 150 120 110 100 86 75

寄付金額（百万円） 12 63 155 187 106 99 83 65
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出生数と寄附金額の推移（1964年～2024年）



想いを形にするには少し手間がかかる 従来の寄附方法

おぎゃー献金への寄附は、これまで主に医療機関に設置された献金箱や、
専用の郵便振替用紙を通じて行われてきました

しかし、医療機関においては、
現金を取り扱うことのセキュリティ面の懸念や
スタッフの方の対応などが課題となり、
実現できていない施設もあります
また、妊娠中や出産直後の方にとっては、
外出を控えたい時期であることも多く、
「寄附したい」という気持ちがあっても、
ATMに足を運ぶなどの物理的な障壁が行動の妨げとなってしまうことがあります

善意をもっと気軽に、もっと身近に届けられるしくみが必要！



社会の変化に寄り添う、新しい寄附のかたち

近年、少子化やキャッシュレス化が進む中で、
寄附のあり方にも変化が求められています

より多くの方に気軽にご支援いただけるよう、

QRコードを活用した寄附の仕組み
を導入しました

スマートフォンから簡単にアクセスできる
この仕組みは、「寄附のハードルを下げる」
新しい一歩です

今後も、社会の変化に寄り添いながら、
支援の輪を広げてまいります



よりわかりやすく、届けるために

私たちは現在、ホームページの

全面改修を進めています

寄附の方法や活動内容を、
よりわかりやすく、
より多くの方に届けられるように

スマートフォンからの閲覧にも対応し、
QRコード寄附との連携も強化しています

今後は、支援先の様子なども発信しながら、

「支援の輪が見える」情報発信を目指
します https://www.ogyaa.or.jp



支援の輪は、企業にも 社会全体で支えるしくみへ

多くの企業からの賛同！

CSR（Corporate Social Responsibility：企業の社会的責任）やSDGs（ Sustainable 

Development Goals：より良い世界を作るための目標）への取り組みの一環として、

・自動販売機の売上の一部を寄附に充てる

・妊婦さん向け医療用品や出産祝い商品の売上の一部を寄附に充てる

・クレジットカード利用で貯まるポイントを寄附に活用する

・社内イベントの収益を寄附に充てる

企業の皆さまからは、「実際に自分が出産・子育てを経験し、

この活動の原点に共感した」

「助成先のお子さんたちの笑顔をみることができ、

今後もより一層の協力していきたい」といった声も寄せられています



その気持ち、イマすぐカタチへ

60年以上、たくさんの「ありがとう」が
寄附というカタチで集まり、
心身障がい児とそのご家族を支える
活動を続けてきました

これからも、
社会の変化に寄り添いながら、
支援の輪を広げてまいります

ぜひ、
皆さまのご協力・ご支援をお願いいたします

その気持ち、イマすぐカタチへ
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